COS 5020» COS 5021» 


オシ ロス コー プ 


菊水 電子 


この 製品 は 、 菊 水 電子 工業 株 式 会 社 の 厳密 な 試験 ・ 検 査 を 経て 、 そ の 性 能 は 規格 を 
満足 し て いる こと が 確認 され 、 お 届け され て お り ま す 。 

弊社 製品 は 、 お 買上 げ 日 より 1 年 間 (但し 、 電 子 管 類 ・ メ カニ カル チョ ッ パ 類 は 、 
6 ヶ月 間 ) に 発生 し た 故障 に つい て は 、 無 償 修 理 い た し ます 。 

但し 、 次 の 場合 は 有償 で 修理 させ て いた だ きま す 。 


1, 取扱 説明 書 に 対し て 誤っ た ご 使用 、 及 び ご 使用 上 の 不 注意 に よる 故障 、 損 傷 。 
2. 不適 当 な 改造 ・ 調 整 ・ 修 理 に よる 故障 及び 損傷 。 
з. 天災 ・ 火 災 ・ そ の 他 外 部 要因 に よる 故障 及び 損傷 。 


な お 、 こ の 保証 は 日 本 国内 に 限り 有効 で す 。 


ー お ЕВ い 一 


修理 ・ 点 検 ・ 調 整 を 依頼 され る 前 に 、 取 扱 説明 書 を も う 一 度 お 読み に な っ た 上 で 再 
度 点検 し て いた だ き 、 な お 不明 な 点 、 異 常 が あり まし た ら お 買上 げ 元 、 又 は 下記 に お 
問合せ くだ さい 。 


菊水 電子 工業 株 式 会 社 


本 社 〈 于 211) 川崎 市 中 原 区 新丸子 東 3-1175 TEL 044-411-0111O 
東北 営業 所 (27-980) 仙台 市 柏木 !-!- 唱 TEL 0222-71-82550) 
関東 営業 所 (57310) 水戸 市 見 川 2-3044-!| TEL 0292-24-262100 
北 関東 営業 所 (27-372) 伊勢 崎 市 宮前 町 1478-6 TEL 0270-23-705000 
東海 営業 所 (27461) 名 古屋 市 東 区 徳川 2-21-17 TEL 052-935- 108500 
関西 営業 所 (57542) 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 仲之 町 4( 布 谷 ビ ピル) TEL 06-252-049100 
九州 営業 所 (于 810) 福岡 市 中 央 区 赤坂 2-!-27 TEL 092-771-795100 
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使用 前 の 注意 事項 

着 荷 時 の 開封 検査 の ねがい 
電源 電圧 の 確認 

周囲 温度 ・ 設 罰 場所 (つい て 
プ ラッ ゥ ン 管 の 輝度 
入力 端子 の 耐 電圧 
使 用 法 
正面 バネ ル の 説明 

背 面 バ ネル の 説明 
初 め て の 操作 

2 現象 動作 

ADD 動作 

ヌ ーY 動 作 及 び EXT HOR 動作 
同期 の と り 方 

単 掃引 の 操作 

掃引 拡大 の 操作 


-10 遅延 掃引 に ょ る 拡大 (5021 形 の み ) 
.11 プロ ー プ の 校正 


BLOCK DIAGRAM 


= = = 


оо оо зо つつ Ne 


菊水 電子 COS 5020 プ 5021 オシ ロス コー プ は , 6 インチ 角形 赤色 内 面目 感 
付 プ ラウ ゥ ン 管 を 使用 し た , 周波 数 帯域 DC 一 20MHz( 一 3dB), 最高 感度 1mv ン 
DIV, 最高 掃引 時 間 20nS8 ン DIV の 2 現象 オシ ロス コー プ で す 。 しかも, COS 
5021 は B 掃 引 に よる 波形 拡大 機能 を 備え て いま す 。 

本 器 は , 生産 ライ ン , 保守 ・ サ ービス は も と より , あら ゆる 分 野 の 電子 機器 
の 研究 , 開発 に 使用 する 上 で 必要 な 機能 を 数 多く 備え て お り , ви В с 
設計 され た オシ ロス コー プ で す 。 

以下 代表 的 を 特長 に つい て 述べ ます 。 


特 長 
小形 , 軽量 , 6 
テル ミ ・ ダ イカ スト と 鋼板 を 使用 し , 小形 , 軽量 な が ら 堅 年 作ら れ て いま 
Ч» 1 

優れ た 操作 性 

軽 ト ルク の レバ ベース イッ チ 及 び プ ブッ シュ スイ ッ チ を 採用 し , 使用 目的 , 使用 
頻度 を 考慮 し た ツマ ミ 配 置 を し て 優れ た 操作 性 を 実現 し て いま す 。 
高 輝 度 プ ブラウン管 , 高 加速 電圧 

ビー ム 透 過 率 が 良い 高 輝 度 プ グラウン 管 を 使用 し , 加速 電圧 も 2.2 kV と 高く , 
高速 掃引 時 の 観測 (にゃ 十分 な 明る さ を 有 し て いま す 。 
低 ド リフ ト 高 安定 

新開 発 の 温度 ドリ フト 補正 回 路 の 採用 (に より , АО DC バラ ンス 等 の 温 
度 ド リフ ト が 合 め て 少な て く を っ て いま す 。 
同期 操作 不要 の トリ ガレ ベル ロッ ク 機 能 

新開 発 の トリ ガレ ベル ロッ ク 回 路 の 採用 で 一 般 信 号 は も る と より デュ ー テ ィ サ 
イク ル 比 の 大 きい 信号 や ビデ オォ 信号 で も 頻 わ しい 同期 操作 を 不要 (C し ます 。 
TV 同期 

TV 同期 分 離 回 路 が 掃引 時 間に合わ せ , TIMEZDIV ス イッ チ 連 動 し , TV・ 
V,TV・H と 自動 的 に 切り 換わり ます 。 

リニア フォ ー カ ス 

一 度 の フォ ー カ ラス 調整 で 常 《 ベ スト о ж- әх В|,8ЕХ(їОЕКЖ 
を 受け ませ ん 。 Х, А ІМТ 掃引 等 の 輝度 変化 の ある 波形 (に 対し て も ベス ト フ 
ォ ー カ ス を 維持 し ます 。 


NORM 时 ; 5mV~5V ノ DIV 1-2-5Х7у»7 у 5 CH СНО, LINE ; EXT | 


Х5МАС 時: 1mV 一 1V ン DIV 10 ボ ポジション CH 1 , CH2 は 垂直 動作 モー ド が 

DUAL 又 は ADD の 時 の 人 み 選 択 で きる 。 
X5MAG 時 : 土 5% 以 内 1kHz 4,5DIV 基準 | 他 の 時 は 垂直 軸 動 作 モ ー ド スイ ッ チ 

感度 連続 変化 | ベネ ル 指 示 値 の 1 プ 2.5 以上 (と 減衰 で きる 。 (C よ り 自 動 的 に 切換 わる 。 

周波 数 帯域 | NORM 时 ;DC~20MHz 一 3dB 以 内 | 50kHz,8DIV 基準 AC, HF・REJ, TV, DC 

x5MAG 時 : DC~15MHz 一 3 dB 以 内 пгт 


АС 結合 下限 周波 数 10Hz | DC て 10MHz 0.5DIV (040үУ)|(  〕 内 は EXT 
х 5MAG 時 : 約 23n8 


NORM 時 : 土 3% 以 内 10С-235 С 


立 上 り 時 Ї | NORM 時 : 約 17.5nS рС--20МН: 1.5DIV (0.20У) | トリ ガ 入 力 感 度 
入力 イン ビー ダン ス | 1 MQ 土 2%, 25рЕТ 2рЕ ビデ ダ 旭 信号 2.0DIV (0.2 У) 


方 形 波 特 性 | オー ペー シュ ー ト :i 3% 以 内 他 の レン ジ は 3% る を | АС 結合 : 10 Hz 以下 の 信号 を 減衰 


そ の 他 の 歪 : 2% 以 内 加え た 値 を 満足 する 。 | | ; 50kHz 以上 の 信号 を 減衰 

但し 10mV プ DIV レン ジ に て (10 て 一 35 で や) | ・ | AUTO トリ ガ を 外し た 状態 の 時 , 50Hz 以上 の 繰り 返 
DC バラ ンス ずれ 分 | NORM 時 : 土 0.5DIV 以 内 自動 的 に ヒ フ リー ラン する 。 し を 持つ 信号 に 対し 
x5MAG 時 : 土 2.0DIV 以 内 | トリ ガ 感 度 の 項目 を 


管 面 中 央 2.0DIV(C 合 わせ た 波形 を 滴 足 する 。 
上 下 K 移動 し た 時 の 振幅 変化 が トリ ガ が 外れ た 時 , Н 


土 0.1 DIV 以 内 消去 され 待機 状態 と を る 。 
CH1 | CH1 単 独 動 作 CH1POSITION トリ カ ガ 信 号 (て より 単 一 掃引 , 


CH 2 | CH 2 单独 动作 ッ ツマミ を 引き 出し 人 
0.5 5 ~ 1 mS ノ DIVCHOP 動 作 | CHOP ONLY と する る 。 待 機 中 及び 掃引 中 は 

DUAL 

| 0.5 м5 ~ 0.2 8 ノ DIVALT 動 作 | と, すべ て の レン ジ が | READY LED 点灯 。 


ADD | EL 十 CH2 БИЕ CHOP 動作 と な る 。 LEVEL LOCK | デュ ー テ ィ ・ サ イク ル 20 : ВОСЬ 
ROW ж 9 В |0250 инь 返し 周波 数 50Hz ~ 20MHz の 信号 C 対 
гун л х рас ин し , 上 記 ト リカ 感度 の 項 (C0.5DIYV 


外 (0059) МАЛ ЕВЕТ 3. 
同相 信号 除去 比 |50КН: ЕСС СНІ, CH2 の 感度 EXT ト リガ 入力 | EXT HOR 入力 英子 と 共用 


50151231. を 合わ せ て 入力 イン ピー タンス | 1 MQ 土 2% Ж)25рЕ T | 
チャ ン ネ ル 間 千沙 | 50kHz に て 1000 21 5mVADIV レン ジ 


許容 入力 電圧 | 100V (DC+AC peak) ЈАС: 1 kHz 以下 


B ト リ Ў | 主 掃引 の トリ カ ガ 信 号 (A ト リガ カ ) が COS5021 の みみ 
CH 1 信号 出力 | 約 100mV ン DIV 開放 , 約 50mV/DIV 500, 終端 時 B ト リカ 信号 と な る 。 
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СН 2 INV BAL | バラ ンス 点 の 変化 が 管 面 中 央 に て PULL CH2 POSITION 
1 DIV 以 内 


20MHz (て て 3021 ГЕ 


項 


規 


セン 
| 水平 幅 デ ィ ス プレ 


イ 


А, A ІМТ, В, BTRIG'D 


COS 5021 の み 


Ж (А) й 引 
后 时 


間 


Т 


NORM 時 
X10MAG 時 20ng8 一 50mSADIV 


0.2 а5 一 0.5 8 ノ DIV 


ョ ュー ウー5 37727 


20 ボ ポジション 


掃引 時 間 誤 


差 


NORM 時 土 3% 


10С-35С 


бо КЕ н) з 2540, 


バネ ル 指 示 値 の 2.5 倍 以上 (て 遅く で きる 。 


ж 化 和男 


ホー ルド オフ 時 間 


4 


0.2 zS 1 m8 ノ Dry ンジ お いて , 掃引 
长 (时间 ) の 2 倍 以 上 (C 運 続 変化 で きる 。 
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хай CH 1 入力 信号 
Y 軸 は CH2 入力 信号 


感 度 誤 差 


| の CH1 (同じ 
NORM 時 土 4% 
X5MAG 時 土 6% 


10 С--35 で 
1kHz 4,50Т1УАИ 


周波 数 帯域 幅 


1- 


DC~1MHz 一 3dB 以 内 


| 


メーY 位相 差 


DC て 50kHz て て 3 “以内 


Гв ж 引 


遅 延 方 


式 |2 


连 统 遥 延 ， 同 期 逐 延 


1сов 502102 
A ト リガ K 同 其 


掃 引 時 


間 


NORM 時 0.228 ~ 0.5 mS グ DIV 
X10MAG 時 20nS 一 50。zS ノ DIV 


掃引 時 間 誤 差 


NORM 時 土 3% 


10С--35С 


遅 延 時 


間 


228—5 8S ン ノ DIV 


遅延 時 間 誤 差 


管 面 読み 取り 値 の 土 4% 


遅延 ジッ 


А 


1 ノ 1 0.0 0 0 以内 
Вэ 


У» 2 Ї ) 
A 掃 引 時 間 


10DIV 


A: ] mS グ DIV 


В : 148S/DIV 
(CC て ジッ タ 幅 1.0 ПУ 
以内 


Їл 引 拡 大 


10 倍 (最高 掃引 20n5 プ DIV ) 


拡 大 時 掃引 誤 


差 


145 一 0.5 SZDIV +5 Ф 
0.225 ~ 0.5 4S ノ DIV 14894 


10С--35С 


線 


性 


1 


NORM 時 2308 
Х10МАОСЁ Р 土 5%( 但 し , 0248, 
0.5 z8 ン ZDIV は 土 8%) 


所 引 拡 大 に K ょ 
位 й 4 


る 
化 


管 面 中 央 で 1 DIV 以内 
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EXT НОЕ 動作 


EXT ト リガ 入力 と 共用 の 端子 入力 と 
て 掃引 する 。 

垂直 軸 は , CHOP 動作 (に より CH1 ,CH2， 
DUAL ADD の 表示 が で きる 。 


感 度 


約 0.1V プ DIV 


周波 数 帯域 幅 


DC~1MHz 一 3dB 以 内 


垂直 軸 間 位相 差 


DC ~ 50kHz C て 3 “以内 


項 目 規 № 
Ё | 3Vp_pC て 輝度 変調 確認 可 
АТНА ср, ЕС СОЛЬ. 


: 1kHz 以 下 


规 


正 僚 作 方 形 波 


1 kHz 土 20% 


45 : 55 以 内 


2Vp_p 土 2% 以 内 


約 2 ка 


3. 使用 前 の 注意 事項 


3.1 着 荷 時 の 開封 検査 の お ね が い 
ЖЕ, 工場 を 出荷 する 前 人 機械 的 を ら び 電気 的 に 十分 な 試験 ・ 検 査 を 受け , 
6 イン チ 角 形 内 面目 盛 付 前 気 験 ・ 検 査 を 受け 
“ГҮ 正常 を 動作 を 確認 され 保証 され て いま す 。 
約 2.2 kV な 手もと (て 届き し だ い 輸 送 中 に 損傷 を 受け て いな いか を お 確 め 下 さい 。 
一 一 一 万 一 , 不具 合 が ど ざ いま し た らち 買い 求め 先 C, 直 ち (C 御 連絡 下さ い 。 
8 X 10DIV 1 рІУ = 10тт 


内 面目 盛 の 明る さ を 運 統 可 変 


3.2 電源 電圧 の 確認 
本 器 は , 背面 の 電圧 切換 プラ グ (C よ り , 下 表 示す 動作 電圧 範囲 で 使用 する と 
100V,115V,215V,230V 各 電圧 値 の 土 10% 
と が で きま す 。 


(コネ クタ より 切り 替え られ る ) 
РЯ 電源 コー ド を 接続 する 前 (て 電源 電 圧 と 電圧 切換 プラ グ の 設定 を 確認 し て 下さ い 。 
2 2 

ТЕМА な お, 設定 電圧 範囲 を 切り 換え る 場合 は ヒュ ー ズ も トト 表 MC 従 っ て 交換 し て 下さ 
К 28 
DB Ov nO Eh Sa 設定 電圧 範囲 外 で の 使用 は , 動作 不 完全 或いは 故障 の 原因 に な り ま す 。 
(285WX175Hx440Dmm 最大 部 ) 

設定 位置 | 中 心 電 圧 使用 電圧 範囲 使用 に ヒューズ 

さ 約 7.1 kg 
100У 90-110У 


0.5 A 


240 Мах 
115У 1047-126У 
215У 194--236У 
ЗА 
230У 207 一 253V 9 


33 周囲 温度 ・ 設 置場 所 (つい て 
本 器 が 正常 に 動作 する 周囲 温度 は 0 ~ 40°С の 範囲 で す 。 ВШ, 多湿 の 環境 
で 長期 間 の 使用 , 又は 放 罰 は , 故障 の 原因 に な り , 本 器 の 寿命 を 短 か く し て し ま 
いま す 。 
Хх, 周囲 に 強力 な 破 界 や 電磁 波 等 の テラ ジェ ーション が ある 場所 で の 使用 は 好ま 
し く あ り ま せん 。 観 列 に 悪影響 を 与え ます 。 


ож ж 件 
仕様 を 蔽 足す る 範囲 温 Ж 5 一 35C он 85% 以下 
最大 勤 作 範囲 Ш Е 0 一 40C @ Е 90% 以下 

ос 属 品 
P060-S 形 プロー ブ (10: 
942A 形 端子 アダ ブタ 


-14(89-03-0300) 2 本 
(W4 一 986-011) 2 了 


取扱 説明 書 


プラ ッ ウン 管 の 輝度 
ШЕВА { (0 57 0, スポ ッ ト の まま で 長 時 間 放 置 し を た いで 下さ い 。 
プラ ウゥ ン 管 の 寿命 を 大 きく 損 を いま す 。 41 正面 バネ ル の 説明 (17 頁 図 4-1 ま た は 18 頁 図 4 一 2 参照 ) 
о ブラウン管 関 係 
б 電源 スイ ッ チ で す 。 
入力 端子 の 耐 電圧 電源 が 供給 され る と , ボタ ン の 上 の LED ② が 点灯 
各々 の 入力 端子 及び 付属 の プロ ョ ロー プ は , 次 の よう 最大 許容 入力 電圧 が 規定 し 25. 
て あり ます 。 規定 以上 の 電圧 を 加え る と , 故障 又は 破損 する と と が あり ます の で, 1) 交 線 又は 煙 点 の 明る さ を 調 加 し ます 。 
注意 が 必要 で す 。 B INTEN B 掃引 時 の 将 線 の 明る さ を 調 整 す る 半 固 定 調整 器 で 
(COS 5021 の 分 ) Эс 
人 力 端子 最大 許容 入力 電圧 ) 管 面 の 波形 が シャ ー プ に K な る よう に フォ ー カ ス を 調 
CH1, CH2, 400V (0С + АСреак) "ТО 
EXT TRIG 100У スケ ー ル の 赤色 発光 目盛 の 明る さ を 調 整 し ます 。 
デポー 和光 600V TRACE ROTATION… 水平 輝 線 と 目盛 を 平行 合せ る 半 固 定 調整 器 で す 。 
2 АХ18 入力 50У RE Ake EAE SS EN 接写 装置 が ワン タッ チ で 取り 付け られ る ベゼル で す 。 
フィ ルター …………86 管 面 波形 が 見 易 す く な る 青色 の フィ ルター で す 。 


注 ) AC は , 1 kHz 以下 の 繰り 返し 周波 数 Х, 必要 を 時 は ワン タッ チ で 取り 外し が で きま す 。 


о 垂直 軸 関 係 

CH 1 (Х) イン ブッ ト … CH 1 の 垂直 軸 入 力 端子 で す 。XーY 動 作 時 は X 軸 
( 水 平方 向 ) の 入力 端子 と な り ま す 。 

CH 2 (Y) イン プッ ト … CH 2 の 垂直 軸 入 力 端子 で す 。XーY 動 作 時 は Y 電 
( 垂直 方 向 ) の 入力 端子 と な り ま す 。 
入力 信号 と 垂直 増幅 器 の 結合 を 選択 する スイ ッ チ で 
す 。 
АС : 交流 結合 し ます 。 
GND: 垂直 増幅 器 の 入力 が 接地 され , 入力 端子 は 開 

放さ れ ま す 。 

DC : 直流 結合 し ます 。 

VOLTS ノ DIV 垂直 軸 の 感度 を 5 mV ン DIV か ら 5V ン DIV ま で 10 
レン ジ K 切 り 換え る スイ ッ チ で す 。 


VARIABLE 
VOLTS ノ DIV 


VARIABLE 


VERT МОРЕ ……… 


VERT MODE 


x5MAG スイ ッ チ と 共用 の 感度 微 調整 器 で す 。 
VOLTS ン DIV スイ ッ チ の 指示 感度 の 1 ノ 2.5 以下 に 
減衰 で きま す 。 

CAL'D の 位置 で 感度 は VOLTS ノ DIV ス イッ チ の 指 
示 値 た 校正 され ます 。 

ツマ ミ を 引き 出す と 増幅 器 の 感度 が 5 倍 に な り ま す 。 


輝 線 又は 輝 点 の 垂直 位置 を 決め る 調整 器 で す 。 
CH 1 及び CH2 増幅器 の 動作 様式 と 共 (内 部 トリ ガ 
信号 源 を 選択 し 。 切換 を る レバ ー ス イッ チ で す 。 
СНІ | CH1 の 垂直 増幅 器 の 人 み 動 作 し , 単 現象 の オ 
シロ スコ ー プ に な り ま す 。 
内 部 トリ カ 信 号 源 は , CH1 の 入力 信号 に 
な りほ まっ 5。 
; СН 2 の 垂直 増幅 器 の み 動 作 し , 単 現象 の オシ 
ロス コー プ に な り ま す 。 
内 部 トリ ガ 信 号 源 は CH2 の 入力 信号 に な 
2 
CH ] , CH2 の 各 垂 直 増 幅 器 が CHOP 又 は 
ALT で 切換 わり , 2 現象 の オシ ロス コー プ 
(て な り ま す 。 
内 部 トリ ガ 信 号 源 は , トリ ガッ ンー スネ ス 撰 択 ス 
イッ チ @⑳⑩(C よ り 選 択 さ れ ま す 。 
; CH] と CH2 を 同時 に 動作 させ , 管 面 に 
CH1 と CH2 の 入力 信号 の 代数 和 , ХІ 
の 信号 を 描か せま す 。 
CH1 十 CH2 
差 の 場合 は , CH2 ボ ジ シ ョ ン ツ マミ ⑳ を 引 
き 出す と CH1 一 CH2 の 関係 に な り ま す 。 
内 部 トリ ガ 信 号 は , トリ ガン ソー ス 撰 択 ス イ 
ッ チ @5(C よ り 選 択 さ れ ま す 。 


о TRIGGERING 
外部 トリ ガ (EXT HOR)…@⑳ 
入力 端子 


COUPLING ……… 


COUPLING 
AC 
HF 
TV 


DC 


トリ ガ 回 路 の 外部 トリ ガ 入 力 と 共用 の EXT HOR 入 
力 端子 で す 。 
SOURCE スイ ッ チ ⑳ を EXT 人 切換 えて 使用 し ます 。 


トリ カ 回 路 の トリ が ガ 信 号 源 を 選択 する スイ ッ チ で す 。 
Х, と の スイ ッ チ で 選択 され た 信号 が その まま EXT 
HOR の 入力 信号 と な り ま す 。 
CH 1 Х-Ү ; VERT MODE スイ ッ チ 12 2: ООА 及び 
ADD の 時 の 内 部 トリ カ 信 号 源 を CH1 
(て 選択 し ます 。 
又 Х-Ү 動作 時 の X 信 号 を CH 1(X) 
(て 選択 し ます 。 
CH 2 | VERT MODE スイ ッ チ が DUAL 及 び ADD の 
内 部 トリ カ 信 号 源 を CH 2 選択 し ます 。 
LINE: ライ ン ( 電 源 ) 信号 が トリ カ ガ 信 号 源 と を り 
ます 。 
EXT : 外 部 トリ ガ (EXT НОВ) 入力 端子 ⑬ の 入力 
信号 が トリ カ 信 号 源 と な り ま す 。 
又 Х-Ү, EXT НОЕ 動作 時 の X 軸 を 外 
部 掃引 と し ます 。 
<#> VERT MODE スイ ッ チ が CH1 又 は CH2 の 時 
内 部 トリ ガ カ 信号 源 は SOURCE ス イッチ で 選 
択 で きま せん 。 
すなわち も , 単 現象 動作 時 の 内 部 トリ カ 信 号 
源 は , VERT MODE スイ ッ チ より 決定 さ 
れ ま す 。 
トリ ガ 信 号 源 と トリ ガ 回 路 の 結合 方 式 を 選択 する と 
共 C,TV 同期 回 路 の 接続 も 選択 し ます 。 
ぐ 注 > メーY 時 に は , X 軸 信号 が , АС, HF REJ, DC 
接続 され ます の で 注意 し て 下さ い 。 (メーY 動 作 参照 ) 
АС  : ト リカ 信号 源 が 交 硫 結合 に な り ま す 。 
HF・REJ: ト リカ 信号 源 が 交流 結合 に な り , さら に 
5 0 kHz 以上 の 信号 を 小 衰 し ます 。 


TV  : ト リガ 回 路 C TV 同期 分 離 回 路 が 接 を が れ , 
TIMEADIV スイ ッ チ GO0 の ダイ ヤル 指示 値 
従い TV・V TV・H 同期 し ます 。 

TV・V 0.58 ~ 0.1mSADIV 


ТУ•Н 500468 ~ 0.2z8 ノ DIV 
DC トリ カ ガ 信 号 源 が 直流 結合 CC な り ま す 。 
トリ ガ 点 の スロ ー プ を 選択 する スイ ッ チ で す 。 
5 トリ ガ 信 号 源 信 号 が トリ ガレ ベル を 負 か ら 
正 (横切る 時 , トリ ガ さ れ ま す 。 
> トリ カ 信 号 源 信 号 が トリ ガレ ベル を 正 か ら 
負 (C 横 切る 時 トリ ガ さ れ ま す 。 


十 ス ロー ブ ー ス ロー プ 
А NN 
トリ ガ 点 \ 


ホー ルド オフ タイ ムコ ント ロー ルッ ツマ ミ と 同軸 

の トリ ガレ ベル 調整 器 で す 。 

ホー ルド オフ タイ ムコ ント ロー ル は , LEVEL ツマ 
ミ ② の 操作 で 同期 が と れ を いよ うみ な 複雑 波形 の 観 
測 に 使用 し ます 。 

トリ ガレ ベル 調整 は 観測 波 を 静止 させ る (同期 を と 
る ) と 共 と 書き 出し 点 を 調整 し ます 。 

ー 二 で 管 面 上 方 へ , 一 で 管 面 下方 へ 人 ト リガ レベ ル 
を 移動 で きま す 。 

LOCK の 位置 に 固定 する と トリ ガレ ベル は 微小 振幅 
(信号 ) か ら 大 振幅 (信号 ) まで 最良 の 値 C 保 持 さ 
れ , わずらわし い ト リガ レベ ル の 調整 が 不要 に な り 
ます 。 


о ТІМЕ-ВАЅЕ 


А TIME ン DIV AND…60 4 掃引 の 掃引 時 間 を 設定 し ます 。 


DELAY TIME 


(COS 5021 の み ) 


A TIME/DIV AND DELAY TIME 
SC 
2 


VARIABLE 
TIMEADIV 


(COS 5020 の み ) 
TIME/DIV 


VARIABLE 


PULLX10 MAG 


POSITION 


遅延 掃引 で は 遅延 時 間 を きめ ます 。 

Х, スイ ッ チ を メーY EXT HOR の 位置 に す 
る と CH1 を X 軸 と する XーY 動 作 と , 外部 掃引 入 
力 Xx 軸 と する EXT HOR 動 作 と を た り ま す 。 

( 詳細 は 23, 24 頁 参照 ) 


掃引 時 間 を 設定 する スイ ッ チ で す 。 


※10MAG ス イッ チ と 共用 の 掃引 時 間 (COS 5021 で 
は 4 スイ ー プ ) の 後 調整 器 で す 。 

掃引 時 間 を ベネ ル 指 示 値 の 2 5 倍 以上 (C 運 く で きま 
す 。 

CAL'D の 位置 で 掃引 時 間 は 校正 され ます 。 


輝 線 の 水平 位置 を 決め る 調整 器 で す 。 


В TIME ノ DIV 


(COS 5021 のみ ) 


DELAY ПМЕ РОБ!Т!ОМ 


B TIME/DIV 


3 で > あら 


DELAY TIME POSITION 


SINGL 


時 4.11 


PUSH 
RESET 


) 


8) A 掃 引 ツ マミ GO で 設定 され る 遅延 時 間 を 連続 的 C 変 
えて A ス イー プ 破 形 の 拡大 し た い 部 分 を 選ぶ 微 調整 
器 付 で す 。 


08 掃引 の 動作 方 式 を 選ぶ スイ ッ チ で す 。 
AUTO: ト リガ 信号 が な い 時 及び 50Hz 以 下 の ト リ 


ガ 信 号 の 時 , 掃引 は フリ ー ラ ン ニ ング と な 
り ます 。 

NORM ; トリ ガ 信 号 が を い 時 , 掃引 は 待機 状態 と な 
り , 堪 線 は 消去 され ます 。 主 K 50Hz 以下 


ed の 繰り 返し 信号 の 観測 に 使い ます 。 


SINGLE: リ セッ トス イッ チ と 共用 の 単 掃引 スイ ッ 
ЭЭС 
三 つ の ボタ ン が ブッ シュ ・ ア ッ ゥ ッ ト し た 状 
態 で 単 掃引 動作 と な り , と の ボタ ン を 押 
す と リセ ッ ト さ れ ま す 。 
リセ ッ ト さ れる と READY ラ ンプ бХ 
灯 し , 単 提 引 が 終了 し た 時 , ラン プ は 消 
えま す 。 


IE й 2. 
MODEL С055020,С055021,С055040,С055041 


本 器 に お いて , 内 容 の 一 部 に 変更 が あり ます の で 。, 取扱 説明 娠 の 内 容 の 一 部 を 
下記 の よう に 町 きか えて , 件 合用 下さ い 。 


7 ペー ジ 


3,2 電源 電圧 の 確認 


設定 位置 使 用 电压 入 四 


0.5A(S .B) 


| о | ss 207-250V 


0.3A(S.B) 


а5 2 ЕЕ р 1 зе е 2 


В TIME ノ DIV 


(COS 5021 のみ) 


DELAY ТИМЁ РО5111 


ON 


В TIME / DIV 


6975 


DELAY ТІМЕ POSITION 

8) 4A 掃 引 ツ マミ GO で 設定 され る 遅延 時 間 を 連続 的 変 
を えて A ス イー プ 流 形 の 拡大 し た い 部 分 を 選ぶ 微 調整 
器 付 で す 。 


SINGL 


1.41 4 1: 


掃引 の 動作 方 式 を 選ぶ スイ ッ チ で す 。 


AUTO ; 


МОБМ, 


READY 


PUSH 
RESET 


) 


ト リガ 信号 が な い 時 及び 50Hz 以 下 の ト リ 
ガ 信 号 の 時 , 掃引 は フリ ー ラ ン ニ ング と な 
bs 

トリ ガ 信 号 が を い 時 , 掃引 は 待機 状態 と な 
り , 輝 線 は 消去 され ます 。 主 (C50Hz 以 下 
の 繰り 返し 信号 の 観測 に 使い ます 。 


SINGLE: リ セッ トス イッ チ と 共用 の 単 掃引 スイ ッ 


095 

三 つ の ボタ ン が プッ シュ ・ ア テッ ゥ ト し た 状 
態 で 単 授 引 動作 と な り , と の ボタ ン を 押 
す と リセ ッ ト さ れ ま す 。 

リセ ッ ト さ れる と READY ラン プ А 
灯 し , 単 揚 引 が 終了 し た 時 , ラン プ は 消 
ХЕ. 


HOR DISPLAY 
( cos 5021 の み ) 


⑳ 4 及び B 掃 引 の 動作 を 選ぶ 
スイ ッ チ で , 次 の よう な 掃引 モー ド が 選べ ます 。 


; 一般 的 を 波形 観測 を する 主 掃引 の 4A 捕 引 モ 


= P で すず 。 

遅延 準備 掃引 の 意味 で A 掃引 波形 の 拡大 し 
た い 部 分 を 選ぶ 時 に 使用 する モー ド で す 。 
АЗ (С513-2, В 51 ( 遅延 時 間 ) 部 在 明 
る く 表 示し ます 。 


| 遅延 掃引 の B 掃引 の み を 表示 する 掃引 モー 


B TRIG'D: 


( 


о その 他 


ド で す 。 

連続 遅延 と 同期 遅延 を 選ぶ スイ ッ チ で す 。 
П で 連続 運 延 と たり, DELAY TIME 
スイ ッ チ 0 と DELAY TIME POSITION 
ッ ツマ ミ G⑳ で 決め られ た 掃引 遅延 時 間 後 直 ち 
(C B 掃 引 が スタ ー ト し ます 。 

да で 同期 遅延 と た なり, DELAY TIME ス 
イッ チ と DELAY TIME POSITION ツ 
マミ で 決め られ た 掃引 遅延 時 間 後 の ト リカ 
信号 で B 掃 引 が スタ ー ト し ます 。 

トリ ガ 信 号 は 4 掃引: B 掃 引 と も 共通 で す 。) 


CAL(Vp_p) ………① 校正 電圧 の 出力 端子 で す 。 


Т САЦУр-р) 


周波 数 約 1 kHz 電圧 2 Vp_p の 正極 性 方 形 波 が 出力 


され て いま す 。 
出力 抵抗 は 約 2 kQ で す 。 


本 体 の 接地 端子 で す 。 


42 背面 パネ ル の 説明 (19 頁 図 4 -3 参照 ) 
о 2 AXIS INPUT 8) 外部 輝度 変調 用 の 入力 端子 で す 。 


о СНІ SIGNAL OUTPUTG8 周波 数 カウ ンタ ー 等 (使用 する 信号 出力 端子 で す 。 
CH 1 入力 端子 か ら の 入力 信号 を 管 面 1 DIVC 対 し 
て 約 100mV の 振幅 で 出力 し ます 。 
50Q て と て ター ミネ ー ト し た 時 人 は 約 1 ノ 2 KC 減衰 し ま 
すね 


МОТ лом 


本 器 (電力 を 供給 する 電源 コー ド 用 の コネ クタ で す 。 
付属 の 電源 コー ド を 差し 込ん で 使用 し ます 。 
1 次 側 の ヒュ ー ズ ホル ダダ で す 。 
表 ⑳(C 示 す ヒ ュー ズ を 入れ ます 。 

電圧 切換 コネ クタ 本 器 の 使用 電源 電圧 範囲 を 選ぶ コネ クタ で す 。 

電圧 切換 プラ グ 使用 電源 電圧 !C 合 わせ 電圧 切換 プラ グ の 矢印 を 表 ⑳⑭ 
K 従 っ て 合わ せま す 。 


ТЕМЕ ом 


VOLTS ア OiV 


+ 


ーー 
Ccos 5020 形 ) 


コー トド 巻き と 兼用 の 足 で す 。 
本 器 を 縦 C し た 位置 で 使用 する 時 の 足 で す 。 


PE 2 の 477z 
図 | ま 一 ヨ 


00585020 | ОЅСНІОЅСО 


Э KIKUSU! 


cc 
№ 
Ган! 
oq 
о 
中 
の 
о 
© 
- 
oq 
| 
+ 
区 


20МН: 


| 


зо で の S5927 | 05С111:08СОР: 


4.3 


初め の 操作 


я 


電圧 コー ド を コン セン ト 人 差し 込む 前 (と 後面 バネ ル の 電圧 設定 プア ラグ が ライ ン 


電圧 (と 適合 し て いる と と を 確か め て 下さ い 。 
次 と 各々 の ツマ ミ を 下 表 C 従 っ て セッ ト し ます 。 


以上 の よう に モッ ト し て か ら 電 源 コ ー ド を 差し 込み , 続け て 次 の 操作 を 行 な 


名 称 


設 定 


POWER 
INTEN 
FOCUS 
ILLUM 

VERT MODE 
1 POSITION 
VOLTS ノ DIV 
VARIABLE 
AC-GND-DC 
SOURCE 
COUPLING 
SLOPE 
LEVEL 

HOLD OFF 
SWEEP MODE 
HOR DISPLAY 
TIME ノ DIV 
VARIABLE 


+ POSITION 


| зве 
DE DD OD os 


Л orr の 位置 

右 方 向 ( 3 時 の 位置 ) 

ЕЕЕ 

左 ま わし 

CH 1 

体 信 中 央 で ツマ ミ を 押し 込む 。 
50mV ノ DIV 

CAL 'D( 右 まわ し ) で ツマ ミ を 押し 込む 


LOGET (21323432 
NORM  ( 左 # わ し ) 
AUTO 


А COS 50210 А 


0.5mS ノ DIV 
СА 'D( 右 まわ し ) で ツマ ミ を 押し 込む 。 
価 全 中 央 


いま す 。 


1) POWER を ONC し , 


ッ ツマミ 真 上 の ラン プ (LED ) が 点灯 する と と を 確か め 


3 375 

約 20 秒 後 , ЕШЇГС1ЖО 8 УУ НЭЭ, 

1 分 以上 待っ て $ 輝 線 が 現われ ない とき は 再度 上 表 に 従っ て や り 直 し て 下さ 
い 。 

INTEN, FOCUS を 調整 し , 適当 (に 明る く シ ャ ー プ な 輝 線 (を る よう KK 調 整 
し ます 。 


CH1 POSITION と TRACE ROTATION ( 半 固 定 ) を 調整 し , 輝 線 を 
中 央 の 水平 目盛 て 合わ せま す 。 

CH 1 INPDUT 端子 へ 付属 の ブロ ー ブ を 接続 CALIB 端 子 エ り 2Vp_p の 
CALIBRATOR 信号 を 加え ます 。 

ACGND-DC スイ ッ チ を АСС ЖА ЬЕ, 図 4 4 の よう 波形 が 観測 
Хаг. 


| | 


| 


Шин 


FOCUS を 調整 し , 波形 が 最も シャープ に K な る よう KK 調整 し ます 。 

観測 の 際 し は VOLTS ノ DIV スイ ッ チ , TIME ン ZDIV ス イッ チ を 調整 し, 観測 
(適し た 振幅 及び 山 数 C に セット し ます 。 

1 POSITION，+ POSITION を 調整 し 観測 波 ス ケー ル KC 合 わせ 電圧 


(Vp-p) 周期 (T) 等 を 読み と り ま す 。 


以上 の 操作 は , CH1 を 単独 動作 させ た 時 の 説明 で す 。 CH 2 の 単独 動作 を 行 な 
2 と き は , 操作 説明 文中 の CH 1 関す る 操作 を CH 2(C 信 換え る と と に より 動 
作 さ せる と と が 出来 ます 。 

2 現象 動作 や 一 般 的 を 操作 に つい て は 次 項 (て 述べ ます 。 


4.4 


2 現象 動作 

MODE ス イッ チ を DUAL と 切換 える と , も う 一 本 の 輝 線 が 現れ ます 。 

と れ が CH 2098 94. ( 前項 の 説明 の 輝 線 は CH1 の も の で す 。) 

前 項 ま で の 操作 で , CH1 は 校正 電圧 波形 が , CH2(C は 信号 が 入っ て を いた 
め 横 1 本 の 光線 が 現われ ます 。 

次 に , CH 2 入力 端子 に CH1 と 同様 に , 付属 の プロー プ で 校正 電圧 を 加え , 
AC-GND-DC スイ ッ チ を 4ACK 切 り 換え ます 。 VOLTS/DIV⑫ ⑯ を 
0.1 ツ DIV, 1 POSTION⑨⑳ を 調整 する と 図 4 5 の +2KC 2 現象 波形 
が 観測 で きま す 。 


Со cH1 信 和 号 


«2 CH2 信 号 


図 4-5 


2 現象 動作 (DUAL 及び ADD)K に に て は , トリ ガ 信 号 源 を SOURCE ス イッ 
チ に にょ り CH 1 叉 は CH2 の どちら か を 選択 する 必要 が あり ます 。 

従っ て , CH1 と CH2 の 信号 が 同期 の 関係 (ある と き は 両方 の 波形 は 共 C 静 
止 し ます が , 同期 の 関係 に な いと き は , SOURCEB ス イッ チ に て より 選ば れ た 信号 
だ けが 静止 し ます 。 


本 器 の 2 現象 動作 は , CHOP 動作 及び ALT 動作 の 切り 換え が TIME ノ DIV ス 
イッ チ 人 (連動 し 自動 的 に 切り 換わり ます 。 実際 に は , 1mS ン DIV 以 下 の レ ンジ 
で CHOP 動作 , 0.5mS プ DIV 以 上 の レン ジ で ALT 動作 する よう (に な っ て いま 


す 。 
TIME/DIV 


又 1 POSITION ツ マミ を 引き 出す と 全 レ ンジ (て わた り CHOP 動作 で きま す 。 


VERT MODE スイ ッ チ を A4DD 動作 (に する と , CH1 信 号 と CH 2 信号 の 和 の 
信号 が 管 面 (と 表示 され ます 。 又 , CH2 POSITION を PULL INV (て する と, 
CH1i 信 号 と CH2 信 号 の 差 の 信号 が 観測 で きま す 。 

と の 時 , 和 又 は 差 の 信号 を 正確 に 観測 する (CC は , あら か し じ し め 両 チ ャ ン ネ ル の 
感 放 を た VARIABLE ツマ ミ を 使っ て 合わ せる 必要 が あり ます 。 

Х, 1 POSITION 調 整 は , 両方 の ツマ ミ で 行なえ ます が , 垂直 増幅 器 の 直 
її т5 |, 出来 る だ け 両 ツマ ミ を 中 央 で 使用 し て 下さ い 。 


メーY 動 作 及び EXT НОЕ 動作 


TIME ノ DIV スイ ッ チ を [XーY | EXT HOR] 切り 換え る と , НОЙ 


引 回 路 が 停止 し , SOURCE ス イッ チ で 選択 され る 信号 で 掃引 を 行ない ます 。 
CH 1 位置 で CH1 信号 が X 軸 と な る メーY 動作 に , EXT 位置 で 
EXT HOR( 外 部 掃引 ) 動作 に を たり ま す 。 


О メー 動作 


CH1 が X 軸 と な り , 周波 数 帯域 幅 が DC~ 1 MHz (一 3 dB) で 使用 で きま す 。 

CH 1 POSITION は 動作 し を な く な り , 水平 POSITION が その まま X 還 
POSITION と し て 動作 し ます 。 

Y 軸 は VERT MODE スイ ッ チ (より CH2 を 選択 し て 使用 し ま 
す 。 

と れ で CH1 が XxX 軸 , CH2 が Y 二 の メーY ス コー プ に な り ま す 。 


1 Y 軸 (CH2) 


<р メーY 動 作 に お いて , 高い 周波 数 の 観測 を 行なう と き , Жох 
зп, Y 軸 間 の 周波 数 帯域 幅 , 位相 差 (注意 し て 下さ い 。 
2. X-ーY 動 作 に お いて АС, СМ DC スイ ッ チ 0 , 0904 С TRIG COUP エ 一 
ING ス イッ チタ に よっ て X 軸 信号 が AC, HF REJ, DC 接続 され ます の で 注意 し て 下さ 


EXT HOR (外部 掃引 ) 動作 

外部 入力 端子 人 @ か ら の 入力 信号 が X 軸 と な り , Y 軸 は VERT MODE ス イ 
ッ チ (より 選択 され る すべ て の チャ ン ネ ル が 使用 で きま す 。 

すなわち VERT MODE スイ ッ チ を DUAL(C す る と , Y 軸 に CH1 .CH2 
の 2 チャ ン ネ ル が CHOP 動作 で 2 現象 表示 で きま す 。 
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2 現象 メーY 動 作 


同期 の と り 方 
オシ ロス コー プ に と っ て , 同期 は 最も 大 切 を 機能 で す 。 本 器 の 機能 を 充分 
活用 する た めも 同期 の と り 方 を 正しく 理解 し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 


SOURCE スイ ッ チ の 動作 

入力 信号 波形 を 静止 させ 観測 する た め に は , トリ ガ 回 路 に 入力 信号 又は 入力 
信号 と 時 間 的 に 一 定 の 関係 に ある 信号 を トリ カ 信 号 源 と し て 加え , と れ C よ っ 
て 搭 引 回 路 を トリ ガ し な けれ ば な り ま せん 。 

と の トリ ガ 回 路 の 入力 信号 源 を 選択 する スイ ッ チ が SOURCE ス え スイッチ で す 。 


: 内 部 トリ ガ と 云い 最も 多く 使い ます 。 
垂直 軸 端 子 に 加え られ た 信号 が , トリ ガ 信 号 源 と し て プリ テン プ の 
途中 か ら 取 り 出 され , VERT MODE スイ ッ チ を 経て トリ カ 回 路 へ 
導 か れ ま す 。 
と の た め , 常に 管 面 波形 比例 し た トリ ガ 信 号 が 得 ら れ 簡 単に 安定 
し た 同期 を 得る と と が で きま す 。 
単 現象 動作 で は , VERT MODE スイ ッ チ で 選択 され た チャ ン ネ ル 
が その まま トリ ガ 信 号 源 と な 5 り ます 。 
DUAL 及び ADD 動作 の 時 は と の SOUCE ス イッ チ で 選択 され た チャ 
ン ネ ル が トリ カ が 信号 源 と な り ま す 。 


(2) 


: ラ イン トリ ガ と 云い , 電源 回 路 か ら ラ イン 周波 数 の 同期 信号 を 取り 
出し , と れ を トリ カ 信 号 源 と し ます 。 
観測 し ょ うと する 信号 が ライ ン 周 波数 と 同期 の 関係 に ある 場合 , 特 
(て と サ イリ スタ 回 路 や オー ディ ォ 検 器 等 の 微少 を な へ ム 等 の 観測 (適し 
ます 。 

: 外部 トリ ガ で , 外部 トリ ガ 入 力 端 子 の 入力 信号 を トリ ガ 信 号 源 と し 
ます 。 
と の た め , 管 面 波形 と 何ら か の 同期 関係 に ある 別 の 外部 信号 で 同期 
する と と が で きま す 。 
Х, 垂直 入力 信号 を トリ カ 信 号 と し な いた め , 管 面 波形 に と ら わ れ 
る と と な し し 波形 観測 が 行なえ ます 。 


以上 の 動作 を まとめ て 下 表 (C 示 し ます 。 


VERT MODE 
SOURCE 


同 期 


LINEK 同 期 


EXT ト リカ 入力 同期 


COUPLING スイ ッ チ の 動作 


観測 波形 (に 合わ せ , トリ ガ 信 号 と トリ カ ガ 回 路 の 結合 方 式 を 選択 する スイ ッ チ 


で すず 


АС  : AC ト リガ と 云い , 通常 の 使用 は と の 位置 を 使い ます 。 トリ ガ 信 号 

と トリ ガ 回 路 を 交 硫 (AC) 結 合 す る た め , 入力 信号 の 直流 分 に 左右 
され る と と な びく 安定 な 同期 が 得 ら れ ま す 。 低 域 遮 断 周波 数 は 10 Hz 
(= 3dB ) で す 。 
と の 位置 で は , トリ カ 信 号 は 交 訪 結合 され , さら (と ロー バス フィ ン ル 
ター( 約 50kHz 一 3dB) を 通過 し た の ち ト リカ 回 路 へ 導 か れ ま す 。 
高周波 信号 又は トリ カ 信 号 ( て 重 崩 し た 高周波 ノイ ズ 成 分 を 減衰 させ , 
低 周 波 成 分 の み (C 同 期し ます 。 


・TY 同 期 と 云い , TV 映像 信号 を 観測 する 時 (C 使 用 し ます 。 
トリ ガ 信 号 は 交流 結合 され , トリ カ 回 路 ( レベ ル 回 路 ) を 経て TV 同 
期 分 離 回 路 へ 接続 され ます 。 
と と で 同期 信号 を 取り 出し , トリ ガ 信 号 源 と する た め , 非常 安定 し 
た TV 映 参 波形 を 観測 する と と が で きま す 。 
Х, TIME ノ DIV スイ ッ チ (連動 し , TV・VY と TV・H が 次 の よう K 切 
換 り ます 。 
0.5 8 一 0.1mS : TV・V 
5048-0245 : TV・H 
知性 (SLOPE ) は, 映像 信号 (に 合せ て 下図 の よう に セッ ト し て 下さ い 。 
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・DC ト リガ と 云い , トリ ガ 信 号 源 は トリ カ 回 路 と 直流 (DC) 結 合 され 
ます 。 

直 碗 成分 より 同期 を か ける 時 , 又は 低 周波 及び デュ ー テ ィ サ イク ル 比 
の 大 きい 波形 (C 同 期 さ せる と き (C 使 用 し ます 。 


(3) SLOPE スイ ッ チ の 動作 
同期 の 極性 (て スロープ ) を 切り 換え る スイ ッ チ で す 。 
о 十 の 位置 で は , トリ カ 信 号 が トリ ガレ ベル を 負 か ら 正 (C 横 切る 時 ( 正 の スロ 
一 了 )(C ト リガ され ます 。 
Oo 一 の 位置 で は , トリ ガ 信 号 が トリ ガレ ベル を 正 か ら 負 貸切 る 時 ( 負 の スロ 


-2)к кр) лап 9, 


(4) LEVEL(LOCK) ツ マミ の 操作 
観測 波形 を 静止 させ , 且つ トリ ガ 点 を 調整 する トリ ガレ ベル 調整 器 で す 。 
トリ ガ 信 号 が と の トリ ガレ ベル を 横切っ た 時 , 掃引 回 路 が トリ ガ さ れ 管 面 
波形 を 描き ます 。 
トリ ガレ ベル は 一 十 で 正 (上 方 ) へ , 一 と で 負 ( 下 方 ) へ 移動 し , 変化 量 は 
LEVEL ツマ ミ の 操作 性 を 考慮 し , 図 4 一 11 (C 示 す 様 C な っ て いま す 。 


120° 60° 30° 
一 一 一 一 -一 -一 一 一 一 一 一 一 一 
30° 60° 120° 


レベ ル ツマ ミ 回 転 角度 


Ж 
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LEVEL LOCK( レ ベル ・ ロ ッ ク ) 
レベ ル ・ ロ ッ ク は , こと これら の 操作 を 行なわ を く と も 常安 定 し た 同期 が 得 


られ る 位置 ( LOCK 位 置 ) で す 。 


レベ ルツ マミ を と の 位置 に 固定 する と , トリ ガレ ベル は , 常に LOCK 回 路 
(て より トリ カ 信 号 の 振幅 内 (に C コ ント ロー ル さ れ ま す 。 

と の た め 管 面 振 幅 又は 外部 同期 入力 電圧 が 下記 の 範囲 で 常安 定 し た 同期 
が 得 ら れ , レベ ル 調 整 は 不要 と な り ま す 。 


50Hz ~ 10MHz 1.0DIV(0.15V) 以内 
50Hz ~ 20MHz 2.0DIV(0.25V) 以 内 


© 


HOLD OFF ツマ ミ の 動作 

観測 波 が 2 つ 以 上 の 繰返し ( 周期 ) を 合わ せ 持 つ 複 雑 を 波形 の 場合 , 前 述 の 
LEVEL ツマ ミ だ け の 操作 で は 同期 を と る と と が で き な い 場合 が あり ます 。 

と の よう な 場合 , 掃引 波形 の HOLD OFF (掃引 休止 ) 時 間 を 可変 する と と 
(て ょ り 安 定 を 同期 を と る と と が で きま す 。 

HOLD OFF ツタ マミ は, と の HOLD ОРЕ 時 間 を 可変 し , 複 雑 を 波形 同期 
を と る ッ ツマミ で す 。 可変 範囲 は 1mS ン DIV 以上 の レン ジ に お いて は 掃引 長 (時 
間 ) の 2 倍 ま で で す 。 

複雑 を 波形 を 観測 する 場合 の HOLD OFF の 動作 を 下図 (示し ます 。 


癌 雑 を 波形 (デジ タル 信号 ) 太い 部 分 が 管 面 C 表 示さ れる 


トド ーー жожом — 
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図 4 12 の ① は HOLD OFF が NORM の 場合 で , 1 回 目 の 掃引 と 2 回 目 以 
降 の 掃引 が 各々 別 の 波形 を 管 面 I と 表示 する た め , 管 面 波形 は 色々 な 波形 が 重 な 
っ て し まい ます 。 

図 4 12 の ② は HOLD OFF 時 間 を 調整 し て , 掃引 周期 を 複雑 を 波形 の 繰り 
返し 周期 と 同期 を と り , 管 面 で は 重なり の な い 波 形 観測 が で きま す 。 


4.8 単 招 引 の 操作 
観測 波 の 繰返し 同期 又は 振幅 が 常 (て 変化 し て いる 場合 , 通常 の 繰返し 掃引 で 
は , 波形 が 重 た っ て 描か れ 正 し い 波 形 観測 を する と と が 出来 を な く を な り ま す 。 
と の よう を な 波形 の 観測 は , 単 掃 引 機能 を 用 い , 描か れる 波形 を 写真 (と 撮 り 観 
測 又は 測定 し ます 。 
Х., 単発 現象 の 観測 も 同様 (行なえ ます 。 


о 不 連 続 波 の 観測 
1) SWEEP MODE を NORMI(C セ ッ ト し ます 。 
2) 垂直 博 入 力 端子 に , 観測 信号 を 接続 し トリ ガレ ベル を 決め ます 。 
3) SWEEP MODE を SINGLE ( 三 個 の 押し ボタ ン を ブッ シュ ・ ア ウト し 
た 位置 KC て し ます 。 
4) RESET ボタ ン を 押す と , 単 掃引 が 行なわ れ 管 面 に 重 た り の な い 波 形 が 描 
か れ ま す 。 


о 単発 現象 の 観測 

1) SWEEP MODE を NORMK セ ッ ト し ます 。 

2) 垂直 軸 入 力 端 子 に , 校正 出力 を 接続 し , あら か し じ し め 観測 波 の 振幅 を 予想 し 
て トリ ガレ ベル を 決め ます 。 

3) SWEEP MODE を SINGLE K し , 入力 を 観測 波 と 入れ 替 を ます 。 

4) RESET ボタ ン を 押す と 掃引 回 路 が 待ち 受け 状態 と な り READY ラン プ が 
点灯 し ます 。 

5) 単発 現象 の 観測 波 が 加わ る と 単 掃引 が 行なわ れ 管 面 C 波 形 が 描か れ ま す 。 


と の 単 掃引 は , A INTEN, B 掃 引 で も 可能 で す が 多 現象 の 使用 は で きま せ 
ん 。 従っ て , 多 現 象 の 単 掃引 は CHOP 動作 を 使用 し て 下さ い 。 


掃引 拡大 の 操作 

管 面 波形 の 一 部 を 時 間 的 に 拡大 し 観測 する 場合 , 掃引 時 間 を 速く すれ ば ょ い 
の で す が , 掃引 スタ ー ト 点 よ りり 離れ た 部 分 を 拡大 する 場合 は 掃引 時 間 を 速く す 
る と , その 見 た い 部 分 が 管 面 外 へ 出 て し まい ます 。 

と の 場合 , 掃引 VARIABLE ツ マミ @⑪) を 引き 出す (X10MAG 状態 ) こと にょ 
5 管 面 を 中 心から 左右 へ 10 倍 (C 拡 大 する と と が で きま す 。 


10 倍 拡大 


+ POSITIONI(C よ り 全 て の 部 分 を 観測 
то. 
拡大 し た 時 の 掃引 時 間 は 
TIME プ ZDIV の 指示 値 x1 ノ 10 


ОСАО +, 従っ て 最高 掃引 時 間 は , 拡大 し を い 時 の 最高 掃引 時 間 の 0.2 
gS ノ DIVC 対 し 拡大 する と 


0.245/р1УХ 1/10--20:5/ ТУ 


К), 最高 掃引 を 速く する と と が で きま す 。 
拡大 する と と より 輝度 が 低下 し ます の で , 0.2 ZS8 ノ DIV よ り 速 い 掃 引 を さ 
せ た い 場合 以外 は , 次 の B 掃 引 に よる 波形 拡大 の 使用 を すす め ま す 。 
( COS 5021 形 の み ) 


4.10 遅延 掃引 (C ょ る 波形 拡大 (COS 5021 形 の み ) 


前 述 の 掃引 拡大 は , 操作 が 簡単 で す が , 10 倍 し か 拡大 で きま せん 。 その 点 
と の 遅延 掃引 (C よ る 波形 拡大 は A 掃 引 時 間 と B 掃 引 時 間 の 比 ( よ っ て , 数 倍 か 
ら 数 千 倍 と 路 広 く 拡大 する と と が で きま す 。 

た だ し , 観測 濾 の 周波 数 が 高く な り 拡大 前 の A 掃 引 時 間 が 高速 レン ジ (C な る 
に つれ 拡大 比 が 小さ く を り ま す 。 

х, 拡大 比 を 大 きく する に つれ , 輝度 が 低下 し , 遅延 ジッ タ が 増加 し ます 。 
と の た め 遅 延 C は 連続 遅延 と 同期 遅延 が あり ます 。 


連続 遅延 

まず , HOR DISPLAY ス イッ チ を A(C セ ッ ト し , 4 掃引 (て よる 波形 を 管 面 
(て 描き ます 。 ( 一般 的 観測 波 ) 

次 (て, В TIME ン DIV スイ ッ チ を A TIME プ DIY ス イッ チ の 指示 値 よ り 数 
段 速 位置 (セッ ト し ます 。 

HOR DISPLAY の В TRIG'D ス イ ッ チ が [| の 位置 で ある と と を 確か 
め , НОЕ DISPLAY スイ ッ チ を A INTEN 切換 えま す 。 

管 面 波形 が 図 4 14 の よら 一段 明る い 部 分 が 見 える よう (て な り , 遅延 準備 
掃引 の 状態 C な り ま す 。 

と の 一 段 と 明る く な っ た 部 分 が B 掃 引 期 間 (DELAY'D SWEEP ) を 示し , 
と の 部 分 が B 掃 引 で 拡大 で きま す 。 

A 掃 引 が スタ ー ト し て か ら , B 掃 引 が スタ ー ト する まで の 期間 (明る く な る 
まで の 期間 ) を 遅延 時 間 (DELAY TIME) と 呼び , DELAY TIME POSI 一 
TION ツ マミ に より 連続 的 に 可変 で きま す 。 

次 (CHORIZ DISPLAY スイ ッ チ を BK 切り 換え る と B 掃 引 期 間 が 水平 方 
向 (< 管 面 らっぱ いし 拡大 され ます 。 と の 様子 を 図 4-15 C 示 し ます 。 

B 掃引 時 間 は , В TIME ン DIV スイ ッ チ に エ り 設定 し , 拡大 比 は 


A TIME ノ DIV の 指示 値 
В TIME ノ DIV の 指示 値 


拡大 比 


A 掃引 


HORIZ DISPLAY 
A INTEN ドーB 掃引 
\ 
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HORTZ DISPLAY 
B 


同期 遅延 

前 述 の 連続 遅延 (より 波形 を 100 倍 以 上 に 拡大 する と 遅延 ジッ タ が 現われ ま 
す 。 と の ジッ タ を 少な くす る 方 法 と し て 同期 遅延 が あり ます 。 

同期 遅延 は , 連続 遅延 より 一 定 の 掃引 遅延 時 間 経 過 後 , B ト リガ より 再 
度 B 掃 引 を トリ ガ す る 方 法 の た め , 遅延 ジッ タ の な い 遅 延 掃引 が 行なえ ます 。 

操作 は HOR DISPLAY スイ ッ チ の B TRIG'D を エエ (する と と にょ より 
A ト リガ 回 路 が 動作 し , トリ ガバ ルス ( て よっ て B 掃 引 が スタ ー ト し ます 。 

従っ て , DELAY TIME POSITION ツマ ミ を 回 し , 遅延 時 間 を 変え て も 
スタ ー ト 点 は 連続 的 に 移動 せ ず C 間 けつ 的 て 移動 し ます 。 

と の 動作 は , А INTEN で は 明る い 部 分 が 間 け つ 的 移動 する と と で 分 か 
り ま す が , В で は 波形 が 移動 し た いた め 分 か り ま せん 。 


スタ ー ト 点 は 間 け つ 的 KK 移 動 す る 


A ЇМТЕМ B ト リガ レベ ル 


ブロ ー ブ の 校正 

プロ ー プ は 一 種 の 広帯域 アプ アッテネータ を 形成 し て を り ま す 。 と の た め , 位相 補 
正 が 正しく 行なわ れ て いな を いと, 観測 波形 に 歪 を 与え を , 間違っ た 波形 を 観測 する 
と と (C な り ま す の で , 測定 前 に は 正しく 校正 する 必要 が あり ます 。 


校正 は , 本 器 正面 バネ ル の 校正 端子 ① の 信号 を 使用 し て 行ない ます 。 


CAL (Vp-p) 


Xx 10 の 位置 設定 し て 
コン ベン セー タ を 調整 
し ます 。 


プロ ー プ を CH1 又 は, CH2 の 入力 MC 接 続 し , VOLTSZDIV スイ ッ チ を 
50mV (て と セッ ト し ます 。 

プロ ー プ 先端 を , 校正 電圧 端子 と 接続 し , 下図 の 様 (波形 を 観測 し を がら, а 
ン ペ ン セ キー タク を 絶縁 ドラ イベ バー 等 で 回 し , 最良 た 波形 (に を る 様 (C 調 整 し ます 。 
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